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1―はじめに

　オタクという言葉の多様化に伴い、オタ

クを自称することやコミュニティに参加す

ること自体のハードルが下ったように思わ

れる。そのため、コミュニティに参加するこ

とで共通の趣味を媒介として、和気あいあ

いとした人間関係の構築を目的とするオ

タクも増えている。また、オタクという消費

者について認識が薄い人からすればオタ

クのコミュニティはお互いの趣味を理解し

てもらえるサンクチュアリー（保護区）か

の如く捉える者も多いようだが、手放しで

そのような意見を肯定することはできな

いのが実状だ。

2―消費性からみるオタクの
  コミュニティと閉鎖的な人間関係

　筆者は消費性という側面から、オタク

を「自身の感情に「正」にも「負」にも大き

な影響を与えるほどの依存性を見出した

興味対象に対して、時間やお金を過度に

消費し精神的充足を目指す人」と定義し

ている。彼らは、最新グッズやイベント情

報、オタク内でのトレンド等の主に情報収

集の場としてコミュニティを活用してい

る。他のオタクと繋がりをもつことは、オ

タク活動をしていく上で視野を広げるこ

とに繋がるため、充実したオタク活動を
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するには、コミュニティに属す事が必須と

もいえる。一方で、①ライトファンやにわか
オタクに対して高圧的な態度をとる（他

者排他）、②同じコンテンツが好きな人に
敵対意識を持つ（同担拒否）、③コンテン
ツに対する熱心さを消費量やオタク歴で

測る（マウンティング）など、好きなモノ

に対するこだわりが強い故に非友好的な

行動をとる者もおり、オタク同士がコミュ

ニティ内で良好な人間関係を構築し、そ

れを維持することは困難であると、筆者

は考えている。他人を排斥する行動は、自

身のコンテンツ消費の機会損失を防ぎた

い、という欲求が根底にある。そこで、コン

テンツを購入する経済力があるにもかか

わらず、売り切れ等で購入できなかった場

合、その感情は妬みになる。そのため、オタ

クが他のオタクとの交流において、平静を

保つことが出来るのは、自身の購買欲求

を充足出来ている時のみであり、“欲しい

と思うもの”を買った上で、初めて他のオタ

クと親交を深めることになる。

3―なぜオタクは他人の価値観に
  首を突っ込むのか

　オタクが一般消費者と大きく異なる点

は、当該コンテンツをワタクシゴトとし

て、自身の生活の中心に置き、常に高いプ

ライオリティを持っている点にある。だか

らこそ、ただの娯楽として消費されるにと

どまらず、当事者意識を持って情報を発信

したり、作品に対する解釈の裾野を広げる

など、自身のコンテンツに対する考察や認

識を深めようとする。そこで、自分の理想

や価値観と他人の価値観とが乖離してい

ると感じた場合、それは強い不快感とな

り、結果、コミュニティ内の他のオタクに自

身の価値観を押し付けようとするオタク

が一定数存在することになる。自身の理想

を押し付ける背景には、オタクとしての経

験年数やオタクとしての活動量を、他者に

マウントすることが自身の価値観を正当

化させる要因となっているからだ、と筆者

は考える。

4―自身の幸福は他人の不幸?

　実際に他人を批判しなくとも大なり小

なり、コンテンツに対する解釈や好きな箇

所は人それぞれ異なる。コンテンツ消費

自体が精神的充足に繋がるオタクにとっ

て、嗜好やこだわりは繊細で複雑なモノで

あり、各々唯一無二の価値観を構築して

いるため、同じ「好き」という感情であって

も、その理由や背景は他のオタクと全く同

じになるという事はない。その差異自体が

他人とは違うこだわりの部分であり、精神

的充足となっている部分そのものでもあ

る。そのため、他のオタクとわかり合うとい

う事は、他人の精神的に心地よいと思う

感情を満たしてくれる要素を理解するとい

う事であり、故に他のオタクがそのコンテ

ンツを嗜好している本質を理解すること

は困難なのである。コンテンツに対するこ

だわりは、多岐にわたり、各々のオタクが
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コンテンツに対する愛を構築しているた

め、共感できる部分もあれば、共感できな

い部分も出てくる。更に共感ができる部分

においても、その理由の全てが自身の共感

（好きな）理由と一致することはない。その

ため、オタクだからと言って供給される情

報や商品のすべてを享受できるわけでは

なく、クレームを入れたりSNSを通じて非

難したりする者も出てくるわけである。一

方でそのような情報を肯定的に受け取る

ファンもいるわけであり、残酷な言い方

をすれば、自分にとってはうれしい情報で

も、ほかの誰かにとっては最悪な情報の場

合もあり、逆もまた然りなのである。

5―Not For Me

　SNSの普及に伴い、自身の影響力や投

稿内容について、他人からの共感を受け

止めやすくなった。そこで、あたかも自身

が影響力や発言力を持ったかのような錯

覚をし、コンテンツの作風や方向性に対し

て、誰もが評論家のように発信できるよう

になった。その意見が、独り言レベルであ

れば大きな問題ではないが、コンテンツに

対する解釈や価値観の違いについて特定

のユーザーを批判する投稿は、投稿者自身

の価値の押し付けとなる。

　一方、SNSの投稿は、投稿した瞬間にコ

ンテンツとなり、万人から様々な解釈をさ

れ、消費される対象となる。そのため、自

身（の投稿）が批判の対象になるコトもあ

る。しかし、否定をせずにその違いを尊重

するという方法もある。英語圏において

は、Not For Meという考え方が存在す

る。これは「自分は面白いとは思わなかっ

たが、これを面白いと感じる人もいるか

ら、これそのものの存在は否定しない」と

いう、当人の当該コンテンツに対するスタ

ンスを示す言葉として使われる。このNot

For Meの価値観こそ自身の理想との

ギャップを埋めるモノであり、全てのオタ

クがわかり合うことはない、という事に対

するアンサーでもある。

6―オタクのコミュニティは本当に
  オタクにとってのサンクチュアリー
  （保護区）なのか

　情報交換を目的に他のオタクと接点を

持っているオタクにとって、コミュニティ

は同じコンテンツを消費しているという

共通項の下、一つの群衆として括られてい

るに過ぎず、そこで行われるコミュニケー

ションは充実したオタク活動をする上で

の手段となっている。一方、コミュニティに

属することで得られる帰属意識を求めて

いるオタクも存在しており、コミュニティ

に対する目的意識はオタクによって異な

る。コンテンツそのものから精神的充足を

行うオタクにとっては、こだわりが強かっ

たり、好きを突き詰めるほど他人との価

値観との間に差異がうまれ、その結果孤

立していく傾向がある。なぜなら、こだわ

りが強まるほど、「わかる人が分かればい

い」「自分以外この価値は理解できない」と

いったように、自身と他人を分けるゾーン・

ディフェンス（境界設定）を高くすること

に繋がるからである。このような背景か

ら、表面的には良好な人間関係を構築し

ているように見えても、その根底に利己主

義や排他性を生む強いこだわりがあるた

め、オタク要素の強いコミュニティになる

ほど、良好な人間関係の構築や維持は困

難になっていく。

　しかし、実際はコミュニティに属するこ

とで得られるメリットも多いため、均衡を

保とうと努める事が一般的である。この

均衡を保とうと努めることの一つがNot 

For Meの精神なのである。結局オタクの

コミュニティは、現実社会で培った人間的

背景、感性、思想、個性といったいわば人間

の土台となるものを一切無視して、ただ同

じ「好き」という感情を持ち合わせた人た

ちが集まっているのであり、わかり合えな

くて当然なのである。だからこそ、表向き

では聞き流したり、話を合わせたりするこ

とで、一時の均衡を保とうとするのである。

　しかし、その裏で、実際は多くのオタク

が複数のSNSアカウントを持っており、い

わゆる裏アカウントを駆使して、表向きは

仲が良いと振舞っているオタク仲間に対

しても、影では嘲笑ったり、非難すること

が一般的だ。現実社会の人間関係と同様

に、SNSにおいても、人は裏では他人を非

難して、表では体裁を保つのである。好き

なモノに対するこだわりや、愛情が深いと

いう事は、どうしても利己主義に陥りやす

い。自分の利益の為なら、仲の良かったオ

タクを裏切ることも容易と考えるオタク

も数多く存在する。そのような実態を知

らない若者のオタクやライトファンたち

が、もし趣味のサンクチュアリーとしてオ

タクのコミュニティを認識しているのなら

ば、本レポートを参考にオタクのコミュニ

ティに参加することのリスクについて、今

一度考えてもらいたいと思う。
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